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　異所性甲状腺としては，発生頻度の高い舌根部

甲状腺を3例経験したので供覧する．

　症例1：6歳♀　主訴は発育不良．甲状腺機能

は低下し骨年齢も遅延を認む．

　症例2：4歳9　主訴は頸部腫瘤による異和

感．甲状腺機能は正常に保たれ智能障害・発育障

害は認めず．

　症例3：33歳♀　主訴は頸部腫瘤による異和

感．症例1，2とは異なり最初にTc－pertech－

netateで顎下腺腫瘍と診断，摘除標本で異所性

甲状腺とわかったもので，手術後1311一甲状腺シン

チグラフィーにて舌根部甲状腺と診断した症例．

甲状腺機能低下を認む．

　以上3例は全て固有位置にシンチグラム上甲状

腺は認めず，舌根部又は舌根部を舌下部にRIの

集積を認めた症例で，うち2例は明らかに甲状腺

機能の低下を認めるが，現在まで多々報告のある

Cretinismと診断出来る症例は認めなかった．甲

状腺検査としてTc－pertechnetateを用いられ

る方向にあるが，舌部甲状腺の検査，発見には付

近にTc－pertechnetateを摂取する組織が多い

為，固有位置の甲状腺の場合と異なって困難或は

不可能に近く，1311の方が適していると考えられ

た．
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学的活性を失うため，1251－TSHとPlasma　Me－

mbraneの方法ではReceptor　Assayはできない

と考え，標識しないままの生物活性を有するTSH

を用いる方法を考案した．即ち蛋白量1mg／0．1mI

のP．MにTS且を結合させた後に，これにユ251

ラベルウサギ抗TSH抗体を結合させる方法であ

る．抗TSH抗体はDEAE－CelluloseにてIgG

分画を得た．CI　ude抗TSH抗体と，更にこの

IgGを　Sepharose　4　B－TSH　にてAffinity

Chromatographyを行い，抗TSH抗体を精製
したpurify　TSH抗体について検討した．甲状

腺P．MとBovein　TSH　10mUとにより，

Bound％はBTSH　Oの時に比較し増加した．又

この結合はNHSやBSA等のcarrier　proteinの

存在により，幾分低下した．次にBTSH量とB

％との関係を比較するとTSH　10mU添加で結合

は増加し，20mU以上の添加ではそれ以上はB％

は増加しなかった．更にpurify　TSH抗体では，

B％がcrude　TS且の時に比較し，かえって低

下し又cold　BTSHの添加によってもB％は増

加しなかった．　この事はAffinity　Chromato

graphy中に抗TSH抗体が失活してしまったた

めと考えられた．

　以上より抗TSH抗体を完全に精製する事及び

Receptor分画を精製する事によって，標識抗T

SH抗体を用いる方法により，TSHのReceptor

Assayが可能であるとの結論に達した．

15．血中Thyrocalcitonin測定の基礎的研究

14．TSHのReceptor　Assayに関する基礎的研

　　究
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　今回我々は，TSHのReceptor　Assayに関し

基礎的検討を加えたので報告する．我々はHun－

ter－Greenwood法で標識した．ユ251－TSHは生物
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徹

　合成ヒトCalcitonin　M（Ciba）及びその抗血

清（Ciba）を用いて，ヒトCalcitoninのradio－

immunoassayの基礎的検討を行った．

　Huntor及びGreenwood法にてCalcitonin
Mを1251で標識し，ゲル炉過法により精製を行っ

た．倍々希釈の抗血清列で抗血清希釈曲線を作製
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